このSSはいつも活躍するYeenや呂兎達がいる世界線とは別の世界線の物語となります、あらかじめご了承ください

…

ﾁｭﾝﾁｭﾝ-- 小鳥の鳴き声がこだまする…
そんな朝の頃…

「んっん～…むにゃむにゃ」
「…うふふふ♪」

もう朝だというのに未だに機嫌よさげで寝ているのは黒白雛
黒と白の形態を併せ持つ少女である
そして、今はどの形態かと言うと…

「えへへへ～、真っ白真っ白～♪…zzz」

このように白の形態にて寝ている

「やれやれ、まだ寝ているのか」

こう呟くのはカイン・マルチバレット、通称カインMBである
一種の幽霊体のようなもので、ある理由があって同居している
現在は人形と同じような大きさになっている

「何度言っても全裸で寝る癖は治らないものだな…」

そう、現在の雛は白状態かつ全裸で寝ているのである
だらしないなんてものではない

「…そろそろ起こすか」

そういうとカインMBは、雛の耳元に駆け寄り…

「…おーきーろー！」

こう叫んだ

「…！？」

流石の雛もこれにはびっくり、起床する他はなかった

「うにゅ～…もう朝？」

「朝だ、まったく今何時だと思っているのだ」

「え～？別に何時でもいいでしょ～？」

「良くないんだがな…」

「うにゅ～」

「うにゅうにゅ鳴くな、お前は動物か何かなのか」

「動物です～、ぷくぷく」

「膨れるんじゃあない」

とまあ他愛ない会話を続ける二人

「とりあえず服を着ろ服を」

「やだ！」

駄々をこねる雛

「やだってあのな…」

「だって服着ると暑いんだもんもん！」

「だからってそのまま外に出るのか？捕まるぞ？」

「いいもーん！逃げればいいだけだしー！」

「いい訳ないだろ…仕方ない、無理にでも着せるか…」

カインMBが雛の服を取り出す

「いーやーだー！絶対着ないんだもん！！」

「文句を言うんじゃない」

そして…

「ぷくー」

ようやく服を着た雛、もちろん不満たっぷりである

「うーごーきーにーくーいー！！」

「それくらい我慢しろ我慢」

「えーーーー」

「やれやれ…っと、そろそろかな」

ピンポーン 玄関のチャイムが鳴った

「来たみたいだな」

「あっもしかして！」

そういって雛が玄関のドアを開けると

一人の水色の髪をした少女がそこにいた

「雛ちゃーん、やっほー！」

「にとりちゃんだ～♡」

彼女の名はアクアブレイズにとり、雛の親友の一人である
彼女もまた雛同様二つの形態を併せ持つ
炎を操る形態と水を操る形態の二つである
現在は水形態となっている

「よし！ちゃんと服着てるな！」

「ひどいー、服くらい着ますー！」

「…MBさん、今日は雛ちゃんどうでした？」

「全裸で寝ていた」

「はいやっぱり」

「もー！！」

「まったく、それじゃほんとにいつかやらかさないか私心配だよ」

「だいじょうV！なんたってあたしなんだから！！」

「よく分からない理論きたな…」

「こほん、ほら雛ちゃん、今日は遊びに行く約束でしょ」

「そうね！んじゃ早速レッツラGOーだー！！」

「ほんと、元気だけはいっちょまえなんだから」

「雛の面倒をいつも見てるMBさんには同情を禁じ得ないよ」

「まあ、もう慣れたし気にしてないがな」

「では、私は帰りを待っているよ」

「うん！行ってくるねー！」

こうしてにとりと雛は外の世界へと出かけて行くのであった…


…

「さて、んじゃあ形態変化っと！」

雛は白形態から黒形態へと変化した

「変わったねえ」

「こっちが基本モードだしね」

「でも家では白の状態で、しかも全裸で寝てるんでしょ～？」

「白状態の時はどうにもね…(笑)」

「でもどうしてもあの状態が心地よくてついなっちゃうのよね～♪」

「そりゃもうどうしようもないねえ」

「よーし、今日は何してあそぼっか！」

「そうだなあ」

「あっじゃあアミューズメント施設に行こうよ～」

「アミューズメント施設かー！いいわね！！」

「それじゃ行こう行こう～！」


-アミューズメント施設


「わー…賑やかねえ」

「あっクレーンゲームやろうよ！雛ちゃん！」

「良いわね、行きましょう！」

二人はまずクレーンゲームを楽しむ事にしたようだ

「んーぐぐぐぐ...」

「あともうちょっとで呂兎人形取れるよ！頑張って～！」

そして…

「わーい！取れた取れた～！」

「おめでとう～雛ちゃん！！」

「やーん、この赤耳とか可愛い～♪」

満足そうに呂兎人形を抱く雛であった

「ん～！楽しいわねえ！！」

「次は何にするの？雛ちゃん」

「ん～、何をしようかしら？」

「あっアーケードゲームあるわね…」

「んじゃそれにする？」

「賛成～！」

「よ～し、それで遊ぼう～！」

次の遊びはアーケードゲームになったようだ

ｷｬｲｰﾝ!!

「よし！ボスキャラ撃破ね！！」

「このゲーム難しいのに、やるね雛ちゃん！」

「うふふ～、あたしにかかればこんなものよ～！」

しかし

「あら？まだボスがいるの？」

「なんか緑のおっさん出てきたね」

「よーし、このおっさんも倒しちゃうわよ～♪」

数分後

ｱｲﾑｱﾊﾟｰﾌｪｸﾄｿﾙｼﾞｬｰ

「ﾁｰﾝ」

「うわ…このおっさん強すぎ…」

「何あのスライディング！？こっち全然動けないんですけど！？」

「おまけに動けたと思ったらなんか高速移動されていつの間にか投げられてたね…」

「それになんか3方向のどでかい飛び道具来るんですけど」

「しかも隙なし」

「これどうやって勝てばいいの～！？」

この後何度か再挑戦したが、結局このボスには勝てなかったという…

「しばらくアーケードゲームはやりたくないわね…」

「災難だったね雛ちゃん」

「まっいいか！気を取り直してまだ遊ぶわよ～！」

「時間的に次で最後になるかな」

「あら？もうそんな時間？楽しい事はあっという間に過ぎるものね～」

「んじゃあね…最後はエアホッケーで対戦しようよ！にとり！」

「いいね！それで決定！」

最後はエアホッケーで対決する事にしたようだ

「えいっ！」

ｺﾝｯ！雛は勢いよくマレットでパックを打った

「あっ！」

にとりの所のゴールにパックが入った

「やったな～！もう手加減しないからね！」

「望むところよ～！かかってきなさーい！」

そして一進一退の攻防の末

「わーい、勝ったわ～！」

勝利したのは雛の方だった

「負けた～！いやあ強いね雛ちゃん！」

「ふふーん！あたしの実力ならこんなものよ～！！」

得意げに鼻を伸ばす雛

「次は負けないからねー！」

「何度でも返り討ちにするんだから～！！」

こうして二人だけの時間はあっという間に過ぎて行くのであった


…


--夕暮れの帰り道

「あ～！楽しかった！」

「いっぱい遊んだね雛ちゃん」

「うんうん！」

「また遊びにこようね～！」

「当たり前じゃない！」

そして…

「それじゃ、私はこっちだから」

「うん！今日はありがとう！にとり！！」

「こっちこそ！それじゃ、ばいばい～！」

「ば～いば～い！！」

こうして二人は別れた

「さてと、帰りましょう～」

雛もまた帰路についた


…


ﾊﾞﾀﾝ！

「たーだいまー！」

「ドアはもう少し静かに開けろ…お帰り」

「ごめんごめん～」

「やれやれ…ほら、夕飯できてるからはやくしなさい」

「わーい！食べる食べる～！」


…


---夜


「それでは、チェーンジ♪」

「またその形態で寝るのか？」

「うん♪だってこの状態が気持ちいいもん♪」

「仕方ないな…っておい、また服を脱ぐのか…」

あっという間にすっぽんぽんになる雛…

「だって服着てるの鬱陶しいもーん」

「まったく…いつも裸を見せられるこっちの身にもなって欲しいものだ」

「え～？そんな事言っておきながらホントは嬉しいんでしょ♪」

「嬉しい訳あるか…恥じらいも何もあったものではないしな…」

「え～、悲しいなあ」

「ほら、そんな事より早く寝なさい」

「むー、分かった、おやすみー！」

ｶﾞﾊﾞｯすぐさま布団に入る雛

「…」

「…Zzz」

そしてすぐに寝息をたてる雛

「もう寝たのか…睡眠開始時間でギネス取れそうだな」

「では、私も休む事にしよう」

カインMBも1日を終え、就寝に入った

こうして、雛とゆかいな仲間達による1日が終わった

しかし、まだまだ雛達によるドタバタな日常は、これからも続いて行く事だろう

Fin

